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2-(2’-Hydroxyphenyl)benzothiazole (HBT) shows the Excited State Intramolecular Proton 

Transfer (ESIPT) fluorescence. Herein, we synthesized HBT derivative 1 with hydroquinone 

units, which has electron - proton donating properties, which molecular assembly and optical 

properties were examined. The electron - proton accepting p-benzoquinone was mixed to 1 to 

form quinhydrone type charge-transfer complex, which molecular assembly structures and 

optical properties were compared with those of 1. 
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ベンゾチアゾール誘導体である 2-(2’-ヒドロ

キシフェニル)ベンゾチアゾール（HBT）は、励

起状態分子内プロトン移動（ESIPT）型発光を示

すことが知られている。ESIPT型発光は、励起状

態における分子内プロトン移動による異性化に

元づくストークスシフトの大きな発光を示す 1)。本研究では、HBT の 2-ヒドロキシ

フェニル基の 4位にヒドロキシ基を導入し、電子－プロトンドナーであるハイドロキ

ノン部位を有する HBT誘導体 1を合成し、その結晶構造と発光特性を評価したので

報告する(Scheme 1)。 

分子 1 の溶液中の蛍光スペクトルを測定したと

ころ、アセトニトリルやメタノールといった極性

溶媒中ではエノール型発光、クロロホルムなどの

無極性溶媒中ではケト型発光を示した。単結晶 X

線構造解析より、1は HBTと同様にベンゾチアゾ

ールの窒素原子と、ヒドロキシ基が分子内水素結

合を形成していた。固体状態では、発光極大が 538 

nm の黄色発光を示し、そのストークスシフトは

6,600cm−1の ESIPT 型発光を示した(Fig. 1)。当日は、電子－プロトンアクセプターで

ある p-ベンゾキノンとのキンヒドロン型電荷移動錯体の形成についても報告する。 
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